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出典：公益財団法人がん研究振興財団（がんの統計’16）

がんを早期発見できれば、その後の生存
率は高くなります。

全がんの5年相対生存率
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及びハイリスク者喀痰細胞診

問診、胃内視鏡検査

問診、乳房エックス線検査（マンモグラフィ）

※胃がん検診については、当分の間、胃部エックス線検査を40歳以上の男女に年1回実施しても差し支えないとしています。

50歳以上胃がん※ 2年に1回

検査（検便）2日法
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